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ま ち の わ だ い

畑一面に広がる1万本のチューリップ

生石高原山開き

小川福井地区で、中山間地域等直接支払い事業に取り組んでいる農家の方々により毎年栽培してい
るチューリップが、今年も色彩あざやかに咲き誇りました。訪れた人々は満開の桜とチューリップに
包まれながら、春のひとときを過ごしました。

生石高原山開きが 4月 30日（水）に行われ、シー
ズン中の安全を祈願しました。
生石高原は有田川町と紀美野町をまたがり、生

石ケ峰（標高 870m）を中心に大草原が広がって
います。
春から秋にかけては気候もよく、遊びにくるに

は絶好のシーズンです。
晴れた日は自然ゆたかな草原で、こころとから

だを癒しませんか？
○場所○有田川町大字生石 721番地 6付近
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ま ち の わ だ い

第4回有田川町ソフトボール大会

フィットネス器具寄贈 民生委員・児童委員
厚生労働大臣特別表彰

4 月 20 日（日）に明恵の里スポーツ公園グラウンドにおいて、字及び事業所対抗によるソフトボー
ル大会が開催されました。（男子 11チーム、女子 4チーム）
【男子の部】　優勝（天満）、準優勝（水尻）、3位（賢、植野）
【女子の部】　優勝（畑浦）、準優勝（奥徳田）

どんどん広場（代表理事／嶋田勝彦さん）の13
周年記念祭が4月19日（土）から20日（日）に開
催され、その会場で行われた「チャリティーバザー」
の売上金（129,165円）からフィットネス器具（アッ
プライトバイク＝写真）がこの度、町へ寄贈され
ました。（きび保健福祉センター2Fへ設置）
また、残金（40,605円）は善意銀行（有田川
町社会福祉協議会）へ寄付されました。

平成25年11月30日（土）をもって民生委員・
児童委員を退任されました、森田みどりさん・
寺田意一さん・木下正昭さんの３名が、その職
務に対する功績を認められ 4月 22日（火）厚生
労働大臣特別表彰を授与されました。
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『臨時福祉給付金』『子育て世帯臨時特例給付金』のお知らせ
平成 26年 4月から、消費税率が 8％に引き上げられたことに伴い、低所得者及び子育て世帯への負担の影響を
緩和するため、臨時的な給付措置として「臨時福祉給付金」及び「子育て世帯臨時特例給付金」を支給します。

臨時福祉給付金

子育て世帯臨時特例給付金

申請方法について

下記の条件すべてに該当する方が対象となります。
●平成 26 年 1 月 1 日において、有田川町の住民

基本台帳に登録されている方
●平成 26 年度町民税（均等割）が課税されない方

ただし、次の①②に該当する場合は対象外となります。
①ご自身を扶養している方が課税されている場合
②生活保護を受給されている場合など

下記の条件をすべて満たした方が対象です。
●平成 26 年 1 月分の児童手当（特例給付を含む。）

の対象となる児童の手当受給者
●平成 25 年中の所得が児童手当の所得制限額に満たない方

ただし、次の①②に該当する場合は、対象外となります。
①ご自身を扶養している方が課税されている場合
②生活保護を受給されている場合など

・支給対象になる可能性のある方には、6 月下旬に郵送にて申請所を送付しますので、必要事項を記入の上、
吉備庁舎・金屋庁舎・清水行政局・各出張所まで申請にお越しください。

・申請受付期間：平成26年7月1日～10月1日まで。申請書を確認・審査のうえ、ご指定の口座に支給します。
※申請をいただいてから所得等の審査をさせていただきますので申請いただいた方全員に給付金が支給され
るとは限りません。ご了承ください。

★公務員の方
・公務員の方で所属する官庁において児童手当が支給され、「子育て臨時特例給付金」の支給要件を満たす場

合は、平成 26 年 1 月 1 日時点で有田川町の住民基本台帳に登録されている方に支給されます。
・勤務先から「申請書」及び「児童手当（特例給付）受給状況証明書」が配布されますので、有田川町役場ま

で申請にお越し下さい。
★配偶者からの暴力を理由に避難している方

臨時福祉給付金の申請手続きに関して、配偶者からの暴力を理由に避難し、住民票を異動していないかたに
ついては、早めの事前申出手続きが必要です。
※臨時福祉給付金の申請手続きは、事前申出とは別に行う必要があります。

支給対象者 1人につき　10,000 円
※支給対象者の中で下記に該当する方は、5,000

円が加算されます
・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等

の受給者など
・児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など

対象児童１人につき 10,000 円
（対象児童：平成 26年 1月分の児童手当

〈特例給付を含む〉の対象となる児童）

支給対象者

支給対象者

支給額

支給額

［ご注意！］
両方の給付金の対象となる方には、支給対象の広い臨
時福祉給付金でのみ受給することができる仕組みとな
っています。

お問い合わせ先
　有田川町役場 金屋庁舎 やすらぎ福祉課
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① 申　請

④ 登 録

 ③ 調査 　② 調査委託

情報提供

・避難支援者
・緊急連絡先
・地区避難所

調　査　員
⑤
情
報
提
供

 個別計画対象要援護者

自治会　・　民生児童委員　・　自主防災組織

② 個別計画作成の流れ

有田川町災害時要援護者　登録名簿

個　別　計　画

地域コミュニティ

自治会　・　民生児童委員　・　自主防災組織

① 災害時要援護者登録の流れ

災害時要援護者 有田川町
高齢者・障害者など やすらぎ福祉課

⑥
対
策
・
支
援
等

地域コミュニティ

是
非
積
極
的
に
災
害
時
要
援
護
者
の

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い

災
害
時
要
援
護
者
が
避
難
を
必
要
と
す
る
な
ど
の

緊
急
事
態
に
陥
っ
た
場
合
、「
ど
の
よ
う
な
持
病
が

あ
る
の
？
か
か
り
つ
け
の
病
院
は
？
緊
急
の
連
絡
先

は
？
」
な
ど
の
情
報
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
迅
速
に
対
応

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
情
報
を
事
前
に
役
場
に
登

録
し
、
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
情
報
は
自
治
会
・
民
生
児
童
委
員
・
自

主
防
災
組
織
等
と
共
有
し
防
災
対
策
に
役
立
て
ま
す
。

●
災
害
時
要
援
護
者
台
帳
登
録
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
者

③
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護
認
定
に
お
い
て
要　

介
護
3
以
上
の
判
定
を
受
け
て
い
る
者

④
身
体
障
害
者
の
う
ち
障
害
者
手
帳
を
有
す
る
者

で
、
障
害
の
程
度
が
1
級
又
は
2
級
の
者

⑤
知
的
障
害
者
の
う
ち
療
育
手
帳
を
有
す
る
者
で
、

障
害
の
程
度
が
A
判
定
の
者

⑥
精
神
障
害
者
の
う
ち
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

1
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

⑦
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
受
け
て
い
る
難
病
患

者
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
児

　

①
～
⑦
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
、
か
つ
次

の
項
目
に
も
該
当
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
在
宅
の
者
で
あ
っ
て
、災
害
時
に
自
力
避
難
が
困
難
な
方

・
自
身
の
避
難
支
援
に
係
る
個
人
情
報
を
自
治
会
等

へ
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
方

●
登
録
申
請
の
方
法

金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
、も
し
く
は
、自
治
会・

民
生
児
童
委
員
・
自
主
防
災
組
織
代
表
者
ま
で
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
後
町
か
ら
調
査
員
が
自
宅
を

訪
問
し
、
申
請
書
の
作
成
を
お
手
伝
い
し
、
登
録
を
行

い
ま
す
。（
す
で
に
登
録
済
の
方
は
再
登
録
不
要
で
す
。）

地
域
の
絆
で
要
援
護
者
を
守
ろ
う

個
別
避
難
支
援
計
画
（
個
別
計
画
）
の
作
成

災
害
時
要
援
護
者
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
災
害

時
要
援
護
者
の
う
ち
、
家
族
以
外
の
第
3
者
の
支
援

が
な
け
れ
ば
自
力
避
難
が
困
難
と
さ
れ
る
在
宅
者
を

個
別
計
画
対
象
要
援
護
者
と
し
、
個
別
計
画
を
作
成

し
ま
す
。
個
別
計
画
と
は
、
個
別
計
画
対
象
要
援
護

者
に
避
難
情
報
等
を
伝
え
た
り
、
避
難
所
ま
で
の
支

援
を
誰
が
す
る
の
か
を
事
前
に
定
め
、
避
難
支
援
を

迅
速
に
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

●
個
別
計
画
作
成
方
法

個
別
計
画
対
象
要
援
護
者
と
自
治
会
・
民
生
児
童

委
員
・
自
主
防
災
組
織
等
が
相
談
し
な
が
ら
個
別
計

画
を
作
成
し
ま
す
。

●
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

こ
の
制
度
は
、
あ
く
ま
で
地
域
住
民
が
共
に
助
け

合
う
「
共
助
」
の
も
と
に
行
わ
れ
ま
す
。
災
害
時
に

は
避
難
支
援
者
も
多
く
被
災
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
、
必
ず
支
援
が
受
け
ら
れ
る
と
は
限
ら
ず
、
支
援

す
る
方
が
責
任
を
負
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

黄
色
い
旗
を
ご
存
じ
で
す
か
？

災
害
が
発
生
し
た
時
、
町
民
の
皆
様
に
は
避
難
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
有
田
川
町
で
は
、

災
害
が
発
生
し
避
難
す
る
際
、
家
族
全
員
が
無
事

に
避
難
し
た
こ
と
を
周
囲
に
伝
え
る
為
、「
黄
色
い

旗
」
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
家
族
全
員
で
避
難
す
る

際
、玄
関
先
に
黄
色
い
旗
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。「
黄

色
い
旗
」
は
、
家
族
全
員
が
避
難
し
た
こ
と
を
周
囲

の
方
に
知
ら
せ
る
た
め
に
立
て
る
も
の
で
す
。
旗
の

立
っ
て
い
な
い
世
帯
に
は
、
声
を
か
け
て
避
難
を
促

し
ま
し
ょ
う
。
転
入
等
で
「
黄
色
い
旗
」
を
お
持
ち

で
な
い
場
合
は
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

災害時要援護者登録のお知らせ
～誰一人として取り残されることがないように～
■お問い合わせ　金屋庁舎やすらぎ福祉課　☎52－2111
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健康みちしるべ

6
月
4
日
～
10
日
は

歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

2
0
1
3
年
に
「
歯
の
衛
生
週
間
」

の
名
称
が
、
55
年
ぶ
り
に
「
歯
と
口
の
健

康
週
間
」
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

■
健
康
は　

食
か
ら　

歯
か
ら　

元
気
か
ら

健
康
な
歯
と
口
は　

食
べ
る
こ
と
以
外

に
、
き
れ
い
な
発
音
を
つ
く
り
会
話
を
楽

し
む
、
生
き
生
き
と
し
た
顔
の
表
情
を
つ

く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
う
え
で

も
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

■
お
口
の
二
大
疾
患
は
、「
む
し
歯
と
歯

周
病
」

ど
ち
ら
も
直
接
の
原
因
は
、
歯
の
隙
間

で
繁
殖
す
る
口
腔
細
菌
で
す
の
で
、
予
防

の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
毎
日
の
丁
寧
な
歯

み
が
き
や
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
（
歯
間
清

掃
の
細
い
糸
）・
歯
間
ブ
ラ
シ
の
使
用
、

薬
用
洗
口
剤
な
ど
を
使
用
し
て
口
腔
環
境

を
整
え
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
定
期
歯
科

健
診
を
受
け
て
、
歯
石
や
プ
ラ
ー
ク
（
歯

垢
）
を
き
れ
い
に
除
去
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。

■
歯
周
病
の
予
防
は　

生
活
習
慣
の
見
直

し
か
ら

歯
周
病
は
、
成
人
の
約
80
％
に
見
ら
れ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
気
づ
い
て
い

る
人
は
約
30
％
程
度
で
す
。
ま
た
、
重
症

化
さ
せ
る
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
に
は
、
喫

煙
習
慣
、
糖
尿
病
、
食
習
慣
（
甘
い
、
柔

ら
か
い
食
品
が
多
く
よ
く
噛
ま
な
い
、
野

菜
不
足
な
ど
で
か
ら
だ
の
抵
抗
力
が
低
下

す
る
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
生
活
習

慣
を
見
直
し
て
、
全
身
の
健
康
状
態
を
改

善
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

■
生
涯
、
自
分
の
歯
で
食
べ
る
楽
し
み
を

味
わ
え
る
よ
う
に

２
０
１
４
年
度
（
平
成
26
年
度
）
の
標

語
は
「
歯
と
口
は　

健
康
・
元
気
の　

源

だ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

乳幼児を子育て中のみなさんへ

支援センターはみなさんの子育てを応援します。
“ちょっと困っているんだけど相談相手が欲しいな”

“遊び場や友達がほしいな”そんな時、一人で悩まないで
いつでも気軽に支援センターを利用して下さいね！

対話をする時は目と目を合わせ、
柔らかな眼差しで語りかけてあげましょう！

開　　設　　日
子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約） ◇ 9:30～ 11:30

◇13:30～ 16:30ほっとルーム＆
子育て相談

火曜日　
～木曜日

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	 ①9:30～11:30　②13:30～15:00です。

園庭開放
（藤並保育所）

◆時間…第2木曜日10:00～ 11:00
　（9月・10月はお休み）

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0～1歳半 奇数月の第1金曜日（午前中のみ）
1歳半～就学前 偶数月の第2金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半～
◆場所…金屋文化保健センター１階
◆時間…第４水曜日9:30～ 11:00

■場所／子育て支援センター（藤並保育所２階）
☎090-7966-1697　　52-5474［FAX兼用］
6月17日（火）午前のほっとルームは保育所行事の為お休みします。

子育て支援センターだより子育て支援センターだより

子育てワンポイントアドバイス

0

5

10

15

20

25

（本）

食事が「とてもおいしい・おいしい」と感じている人は、平均で約20本の歯がある
食事のおいしさの感じ方別、平均本数

とてもおいしい おいしい 普通 おいしくない
調査人数　1518 人（55～75歳）

（「食の満足度および歯科保健行動と現在歯数の関連について」
8020 推進財団　指定研究事業報告 2007　より）

20.1 本 19.3 本
16.8 本

11.1 本
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◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
 医療費状況	 ※累計は 4 月（25・26 年度）

区　　分 国民健康保険
加入者数 9,374  人

4 月支払額 2 億 9,019 万  円

累　　計 40 億 5,650 万  円

1 人当たりの医療費（4 月） 36,097  円

24 年度 1 人当たりの医療費（月） 31,783  円

24 年度 1 人当たりの医療費（年） 381,388  円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

6 月 2 日（月）／清水保健センター
6 月 5 日（木）／金屋文化保健センター
6 月 12 日（木）／金屋文化保健センター
6 月 19 日（木）／金屋文化保健センター
6 月 26 日（木）／金屋文化保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診［平成 26 年 2 月生まれ］
6 月 24 日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター

10 カ月児健診
［平成 25 年 7 月生まれ］
6 月 3 日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター

［平成 25 年 8 月生まれ］
7 月 1 日（火）13:00 ～　金屋文化保健センター

1 歳 6カ月児健診
［平成 24 年 10 月生まれ］
6 月 18 日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター

2 歳児健診
［平成 24 年 3 月生まれ］
6 月 25 日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター

3 歳 6カ月児健診
［平成 22 年 11 月生まれ］
6 月 11 日（水）12:45 ～　金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

6 月 2 日（月）　「親子遊び」
■場所／清水保健センター

すくすく広場 清水行政局住民福祉室

6 月 24 日（火）　9:30 ～ 11:00　清水保健センター
　「七夕かざり」

検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

6 月 3日（火）
8:00～8:30／大谷公民館、9:30～10:00／水尻公民館
特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
6 月 8日（日）8:00～9:00／きび保健福祉センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房・子宮
6 月 16日（月）8:00～9：00／きび会館

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
6 月 18日（水）8:00～8：30／三田活性化センター

9:00～9：30／沼谷区集会所
特定・胃・大腸・胸部・前立腺
6 月 20日（金） 8:00～8:30／安諦地区基幹集落センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
6月 22日（日） 8:00～9:00／金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
6 月 23日（月） 8:00～8:30／久野原消防詰所

9:30～10:00／下湯川ふるさと村
特定・胃・大腸・胸部・前立腺
6月 25日（水） 8:00～8:30／五郷生活改善センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
9:30～10:00／東大谷生活改善センター
特定・大腸・胸部・前立腺
6 月 27日（金） 8:00～8：30／楠本区民センター

特定・胃・大腸・胸部・前立腺
9:00～9：30／沼区民センター
特定・胃・大腸・胸部・前立腺
10:00～10：30／遠井コミュニティセンター
特定・大腸・胸部・前立腺

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

6 月 3 日（火）清水保健センター
6 月 4 日（水）金屋文化保健センター
実施時間：9：00～11：00

エクササイズ 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

金屋農村センター
【20:00～21:00】6 月 12 日（木）ストレッチヨガ
【14:00～15:00】6 月 27 日（金）骨盤ひきしめ体操
粟生小学校体育館
【19:30～20:30】6 月 5 日（木）ストレッチヨガ
【19:30～20:30】7 月 3 日（木）チェアーヨガ
清水会館
【14:00～15:00】6 月 19 日（木）ストレッチヨガ

■持参品／上履き、飲み物、タオル　■参加費／無料

実施時間

9:00～
11:00

実施時間

9:00～
11:00
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２‐
２
1
1
1

☎～ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
～

毎
年
、
夏
前
に
な
り
ま
す
と
町
内
の
川

で
「
魚
が
死
ん
で
浮
い
て
い
る
。」
等
の

通
報
を
受
け
ま
す
。
夏
場
の
猛
暑
で
水
温

が
高
く
な
り
、
酸
欠
が
原
因
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
多
く
は
、
農
薬

散
布
の
方
法
や
残
農
薬
を
そ
の
ま
ま
川
に

流
し
て
し
ま
う
な
ど
の
不
適
切
な
廃
棄
処

分
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
農
薬
以
外
に
も
、
事
業
所
（
工

場
や
飲
食
店
）
か
ら
の
廃
油
な
ど
が
流
出

す
る
事
故
も
数
件
あ
り
ま
す
。

魚
が
死
ぬ
と
付
近
一
帯
に
異
臭
を
放
ち

大
変
迷
惑
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
に
生
態
系

を
崩
す
大
変
大
き
な
問
題
で
す
。

川
へ
の
残
農
薬
等
の
放
流
は
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

近
年
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
よ
り
も
製

造
過
程
に
お
い
て
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

の
少
な
い
紙
製
の
カ
ッ
プ
麺
容
器
が
増
え

て
い
ま
す
。

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
容
器
と
紙
製
の

容
器
で
ゴ
ミ
の
分
別
方
法
に
違
い
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
紙
製
の
カ
ッ
プ
麵
容
器
は
内
側
が
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
お
り
、
臭
い
も
付
着

し
て
い
る
場
合
が
多
い
た
め
、
町
の
分

別
方
法
と
し
て
「
雑
が
み
」
で
は
な
く
、

「
燃
え
る
ゴ
ミ
」
と
し
て
出
し
て
頂
く

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ハ
エ
や
蚊
な
ど
の

害
虫
発
生
予
防
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
ハ
エ
や
蚊
な
ど
の
害
虫
が
発

生
す
る
季
節
に
な
り
ま
す
。
町
内
で
も
地

域
に
よ
っ
て
は
ハ
エ
の
大
量
発
生
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
ハ
エ
の
主
な
発
生
源
は

畜
舎
、
有
機
肥
料
、
腐
敗
し
た
果
物
・
野

菜
、
ゴ
ミ
集
積
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で

管
理
に
は
特
に
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

川
を
大
切
に
！

「
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
」

紙
製
の
カ
ッ
プ
麺
容
器
は

「
燃
え
る
ゴ
ミ
」
で
す

■
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
容
器

　

分
別
方
法
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
』

■
紙
製
容
器

　

分
別
方
法
『
燃
え
る
ゴ
ミ
』

生
ゴ
ミ
の
減
量
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

調
理
や
食
事
か
ら
発
生
す
る
生
ゴ
ミ
は

水
分
を
多
く
含
ん
で
い
る
た
め
、
焼
却
時

に
は
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。

生
ゴ
ミ
は
水
切
り
を
徹
底
し
、
少
し
で
も

減
量
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
コ
ン
ポ
ス
ト
の
無
償
貸

与
制
度
や
家
庭
に
置
け
る
生
ゴ
ミ
処
理

機
・
家
庭
園
芸
用
の
電
動
粉
砕
機
・
段
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
用
容
器
等
の
購
入
に
対
す

る
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
の
無
償
貸
与
（
家
庭
や
事

業
所
の
近
く
に
菜
園
や
畑
な
ど
お
け
る
場

所
が
必
要
で
す
）
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

印
鑑
ご
持
参
の
う
え
吉
備
庁
舎
環
境
衛
生

課
も
し
く
は
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
へ

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
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人
権
だ
よ
り

　102

4
月
23
日（
水
）、
金
屋
文
化
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
平
成
26
年
度
「
人
権
機
関

有
田
川
」定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
新
た
に
左
記
の
と
お
り
役
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

新
会
長
あ
い
さ
つ

　
　
　

人
権
機
関
有
田
川 

会
長

森　

本　

奉　

子

寒
い
冬
を
乗
り
越
え
木
々
の
芽
吹
く
新

緑
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

「
人
権
機
関
有
田
川
」
も
多
く
の
新
し
い

委
員
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
五
期
目
の

出
発
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

た
び
、
不
肖
私
が
大
役
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
、
も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
我
が
身
に

は
、
務
ま
る
か
ど
う
か
の
心
配
と
責
任
の

重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
熱
心
に
人
権
活
動
に
取
り
組

み
多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
た
先
輩
の
方
々

に
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
先
輩
の
方
々

に
は
到
底
及
び
ま
せ
ん
が
、
皆
様
方
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
人
一
人
を
尊
重
し
、
か
け
が
え
の
な

い
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
人
権
の
原
点

で
あ
り
ま
す
。
人
に
は
い
ろ
い
ろ
違
い
が

あ
り
ま
す
。
身
体
の
状
況
や
置
か
れ
て
い

る
環
境
の
違
い
や
男
女
差
、
年
齢
差
な
ど

他
に
も
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
だ
れ
も
が
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で

あ
り
、
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

こ
そ
人
権
で
す
。
こ
の
こ
と
に
気
づ
き
、

理
解
し
て
ゆ
く
こ
と
、
ま
た
自
分
自
身
の

問
題
と
し
て
と
ら
え
寄
り
添
い
支
え
合
っ

て
ゆ
く
こ
と
の
大
切
さ
を
分
か
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
す
る
の
が
、
私
ど
も
の
役
割

だ
と
思
い
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川
の
目
的
は
、『
す
べ

て
の
国
民
に
与
え
ら
れ
て
い
る
侵
す
こ
と

の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
基
本
的

人
権
尊
重
の
理
念
を
広
く
普
及
さ
せ
、
理

解
を
深
め
る
こ
と
に
努
め
、
町
民
が
互
い

を
認
め
合
い
、
且
つ
守
ら
れ
る
こ
と
が
で

き
る
「
幸
福
な
生
活
の
営
め
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
』
と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
沿
っ
て
今
後
も
研
修
会
等
で
研

鑽
を
積
み
、
映
画
会
や
講
演
会
な
ど
を
通

じ
て
啓
発
活
動
を
進
め
て
ゆ
く
予
定
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
支

援
、
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

6
月
19
日（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

場
所　

き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

時
間　

午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

人
権
機
関
有
田
川

　定
期
総
会
開
催

■
人
権
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

職名 住所 氏　　　　名
会長 清水 森　本　奉　子
副会長 金屋 東　　　敏　雄
〃 下津野 栗　山　高　明
会計 庄 中　井　　　勇
理事 庄 西　井　弘　子
〃 井口 中　西　久光江
〃 徳田 小　池　　　実
〃 下津野 栗　山　きぬ子
〃 吉原 水　野　哲　男
〃 中井原 中　西　郁　子
〃 中井原 滝　　　雅　之
〃 楠本 今　北　純　子
〃 清水 川　村　昌　嗣
〃 二川 前　　　　　覚
監事 吉原 佐々木　信　彦
〃 清水 南　　　恭　一
委員 賢 三　木　和　幸
〃 長田 山　﨑　一　幸
〃 上中島 菅　原　光　夫
〃 水尻 橋　本　　　彰
〃 天満 﨑　山　誠　子
〃 青田 山　口　芳　子
〃 小川 畑　中　泰　武
〃 川口 久　保　好　美
〃 粟生 前久保　やよい
〃 三田 鈴　間　眞佐子
〃 井谷 大　西　恭　子
〃 久野原 弓　庭　妙　子
〃 小川 岩　本　行　弘
〃 徳田 福　居　敏　郎
〃 天満 木　下　禎　子
〃 粟生 岡　　　省　吾
〃 長田 岩　倉　伸　治

人権映画会のお知らせ
カンヌ国際映画祭
審査員賞受賞　　そして父になる
監督：是枝裕和　出演：福山雅治

愛した息子を“交換”できますか？
6 年間育てた息子は、病院で取り違えられた

他人の子だった。家族に起きた＜事件＞を通し
て、その愛と絆を描いた衝撃の感動作
　■と　き　７月 12 日（土）13 時 30 分～
　■ところ　清水文化センター
　※入場は無料ですが、整理券が必要です。
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図書館だより ○金 屋 図 書 館　☎ 32 ─ 5789  （直）
○清水コミュニティセンター図書室　☎ 25 ─ 1788  （直）
○Ａ Ｌ Ｅ Ｃ（ ア レ ッ ク ）　☎ 52 ─ 4730（直）

問
い
合
わ
せ

絵本原画展
「小さな駅美術館
　　～Ponte del Sogno ～」
野村たかあき原画展
　6 月 7 日（土）～ 7 月 4 日（金）
　西川おさむ展　～ 6 月 6 日（金）

一 般 書
　小　説　

「青玉の笛」 澤田ふじ子著

「ないたカラス」 中島要著

「ケモノの城」 誉田哲也著

「紫匂う」 葉室麟著

「女のいない男たち」 村上春樹著

「紅けむり」 山本一力著

　くらし　

「1 つ作って× 3 世代のおかず」 館野鏡子著

「小分けごはん」 岩崎啓子著

「はじめてでもカンタン！おいしいベラ
ンダ野菜」 小島理恵監修
　健　康　

「スゴイカラダ」 北村昌陽著

「子宮頸がん」 小田瑞恵著

「自分で治せる！顎関節症」 木野孔司著

「眠りと体内時計を科学する」 大塚邦明著
　子育て　

「ネット依存症から子どもを救う本」 樋口進著

「発達障害の子を育てる 58 のヒント」
 小林みやび著

「花咲く日を楽しみに」 佐々木正美著
　ビジネス　

「池上彰の教養のススメ」 池上彰著

「限界にっぽん」 朝日新聞経済部著

6 月の本棚
～気をつけてますか？お口の健康～

「人生を幸せにする歯をつくる！」 河合啓次著

「歯科治療中のやさしいごはん」 柏井伸子著

「はじめよう！保育園・幼稚園での歯み
がきレッスン」 永末書店

「噛み癖・食いしばりに注意！」 鈴木尚著

「正しい「歯の矯正」の本」 海老澤博著

児 童 書
「ひつじ郵便局長のひみつ」 小手鞠るい作

「なないろレインボウ」 宮下恵茉作

「コロボックル絵物語」 有川浩作

「だいすき、でも、ひみつ」 村上康成絵

「いしをつんだおとこ」 あきやまただし作

6月の移動図書館
◇ 3日（火）城山西小 13:00～13:40
◇ 4日（水）安 諦 小 13:00～13:30　→　久野原小 14:15～14:30
◇ 6日（金）こころの医療センター 14:30～15:00　→　西ヶ峯小 15:40～16:00
◇10日（火）八 幡 小 13:00～14:00
◇11日（水）石 垣 小 13:00～13:20
◇12日（木）五西月小 12:50～13:20
◇13日（金）粟 生 小 13:15～13:45
◇17日（火）城山西小 13:00～13:25
◇18日（水）田 殿 小 13:00～13:30
◇20日（金）こころの医療センター 14:30～15:00　→　西ヶ峯小 15:40～16:00
◇27日（金）粟 生 小 10:25～10:45

6月のおはなしマラソン
（絵本の読み聞かせ）
4歳～小学校低学年対象
◎ちいさな駅美術館／ 7日（土）
◎金 屋 図 書 館／ 14日（土）
◎Ａ Ｌ Ｅ Ｃ／ 21日（土）
◎清水 C.C 図書室／ 28日（土）
　各   会   場 10：00～10：30
　ALECのみ 10：30～

DVD上映会
◎金 屋 図 書 館／ 8日（日）
　10:00～　「ころわんのおはなし」
◎ちいさな駅美術館／18日（水）
　16:00～　「にゃーご」
◎金 屋 図 書 館／22日（日）
　10:00～　「ウッディ・ウッドペッカー」

おひざで抱っこのおはなし会（わらべうた教室）　0～2歳児対象
◎金 屋 図 書 館／ 12日（木） 10:00～

ブックラザ（親子創作造形遊び）　2～4歳までの親子対象
◎金 屋 図 書 館／ 26日（木） 10:00～ 11：00
内容：子どもはみんなアーティスト　スイスイおよげ　ゆかいなさかなたち

新 着 案 内
本の予約・受け取りは、どこの図書施設でもできます。予約は、WEB からもできます。
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こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

異文化・地域の人たちとの関わりの大切さ！

藤並小学校

ジャスティン

ジェームス

石垣中学校

白馬中学校

御霊小学校

ギャレス

ジャスティンは、教材や掲示物を工
夫し、子どもたちが楽しみながら取り
組める授業を行っています。とても親
しみやすい人柄で、子どもたちにも大
変人気があります。

6 名の個性豊かなALT（外国語指導
助手）の授業を受け、異文化との触
れ合いを楽しみながら、グローバル
人材の育成に力を入れています。

ジェームスは、授業外でも英語を多用し、
給食や休憩時間も楽しく英会話をしなが
ら生徒たちと接しています。

地区内の保護者や子どもたち同士のつな
がりをより密にしていこうと『地区ミー
ティング』を行いました。
新入児や新たに引っ越してきたご家庭の
紹介、地区の行事などを話し合い、親睦
を深めることができました。

ギャレスは、有田地方の言葉も理解でき
ているので、生徒も明るい雰囲気の中気
軽に話しかけることができます。フレン
ドリーな英会話を楽しむことで英語力が
高められています。

⇒⇒⇒
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毎
年
6
月
の
第
2
週
【
今
年
は
、
6
月

8
日
（
日
）
か
ら
6
月
14
日
（
土
）
ま
で

の
1
週
間
】
を
『
危
険
物
安
全
週
間
』
と

し
、
事
業
所
に
お
け
る
危
険
物
の
貯
蔵
取

扱
い
の
安
全
管
理
の
徹
底
と
保
安
に
関
す

る
意
識
の
高
揚
及
び
啓
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
家
庭
内
の
危
険
物
に
関
す
る

知
識
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、「
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
「
危
険
物
」
と
い
え
ば
ガ
ソ
リ

ン
や
灯
油
、
軽
油
な
ど
の
燃
料
類
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
が
、
燃
料
類
の
他
に
も
多
く

の
危
険
物
が
身
の
回
り

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
身
近
な

も
の
で
は
家
庭
で
使

用
し
て
い
る
接
着
剤
、

ス
プ
レ
ー
缶
、
消
毒
用

の
ア
ル
コ
ー
ル
に
い

た
る
ま
で
様
々
な
危

険
物
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
内
に
お
い
て
は
、
危
険
物
に
該
当

す
る
製
品
の
取
扱
い
上
の
注
意
事
項
を
よ

く
読
む
な
ど
、
身
の
周
り
に
あ
る
危
険
物

の
正
し
い
取
扱
い
を
十
分
理
解
し
て
、
危

険
物
に
関
す
る
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
一
定
量
の
危
険
物
を
貯
蔵
ま
た

は
取
扱
う
場
合
は
、
消
防
法
に
よ
り
消
防

署
へ
の
届
出
や
許
可
が
必
要
に
な
り
、
規

制
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

梅
雨
の
季
節
、
食
中
毒
が
起
こ
り
や
す

い
時
期
に
な
り
ま
す
。
食
中
毒
を
防
ぐ
た

め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
を
防
ぐ
3
原
則

①
菌
を
つ
け
な
い

・
手
を
正
し
く
き
ち

ん
と
洗
う
。

・
食
材
も
水
で
洗
え

る
も
の
は
丁
寧
に

洗
う

・
食
器
や
器
具
は
洗
浄
消
毒
を
す
る
。

・
ま
な
板
は
、
肉
・
魚
類
と
野
菜
等
に
分

け
る
。

・
食
品
保
管
時
は
、
蓋
や
ラ
ッ
プ
を
す
る
。

・
ね
ず
み
、
ハ
エ
、
ゴ
キ
ブ
リ
を
駆
除
す

る
。

②
菌
を
増
や
さ
な
い

・
調
理
後
の
食
品

は
、
早
め
に
食
べ

る
。

　
（
暖
か
い
も
の
は

暖
か
い
う
ち
に
、
冷
た
い
も
の
は
冷
た

い
う
ち
に
）

・
保
存
時
は
、
冷
蔵
庫
冷
凍
庫
を
活
用
す

る
。

（
過
信
は
禁
物
。
冷
凍
は
菌
が
眠
っ
た
状

態
で
す
。）

③
菌
を
や
っ
つ
け
る

・
加
熱
す
る
食
品
は
、
十
分
に

加
熱
す
る
。

・
食
器
や
調
理
器
具
は
、
熱
湯

や
漂
白

剤
等
を

使
っ
て

消
毒
す

る
。

☆
食
中
毒
か
な
と
思
っ
た
ら
…

・
十
分
な
水
分
と
塩
分
、
糖
分

等
の
補
給
を
心
が
け
る
。

・
嘔
吐
が
あ
る
場
合
は
、
横
向

け
に
寝
か
せ
る
等
吐
き
や
す

い
姿
勢
に
し
て
窒
息
に
気
を

つ
け
る
。

・
早
め
に
医
療
機
関
で
受
診
す

る
。

　

火　
　

災
…
…
…
…
…
5
件

　

救　
　

急
…
…
…
4
1
2
件

　

救　
　

助
…
…
…
…
…
4
件

（
平
成
26
年
4
月
30
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　

☎
２
５
‐
１
２
４
３

今
年
の
出
動
等（
累
計
）

１秒争う救急車　あなたも１秒考えて　～救急車の適正利用にご協力を～

あなたの 命 と 財産 を守るため　付いていますか？　住宅用火災警報器
「法律で全ての住宅に火災警報器の設置が義務付けられています。」

危
険
物
安
全
週
間

食
中
毒
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有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ

高齢者の訪問
事業のご案内

☎
３２－５１０２（金屋庁舎）
２５－１２６９（清水行政局内）

地域包括支援センターは、高齢者や
その家族の方の相談に応じています。
最寄の事業所にご連絡ください。

ぴありんくる ■日時　6月16日（月）
　　　　10：30〜 12：00頃
■場所　金屋文化保健センター

■日時　6月25日（水）
　　　　13：30〜 15：00頃
■場所　清水保健センター

『ぴありんくる』は介護している家族
さんと本人さんの集まりの場です。
お気軽に参加下さい！

高齢者介護予防アンケート調査を実施します !!
～いつまでも生き生きと元気に暮らすために～

有田川町では、介護保険の認定を受けていない 65歳以上の方を対象に介護予防の
アンケート（基本チェックリスト）をおこなっています。これは、日常生活の中で
どんな介護予防が必要なのかを判断するためのアンケートです。このアンケートを
利用し自分に合った介護予防事業を受けていただきたいと考えています。
今年度より、保健師が地区単位で対象のお宅を訪問し、基本チェックリストに基
づき日頃の生活の様子等をお伺いします。訪問時期については、地区の回覧にてお
知らせしますのでご協力よろしくお願いします。

介護予防事業の紹介や地域のサロン等の
支援を行います

基本チェックリストに基づき、日頃の生活の
様子や心配事についてお伺いします

1～ 2ヶ月以内に保健師が訪問します

地区の回覧で訪問をお知らせします

13



まちのデータ
（平成 26 年 4 月 30 日現在）

人口 27,485 人

男 12,923 人

女 14,562 人

10,328 世帯

交通事故発生件数
（4月中、物損、高速含む）

有田川町 45 件
死者 0人　負傷 6人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52－ 5356
Ａ Ｌ Ｅ Ｃ 52－4730

環 境 セ ン タ ー 52－5384
プラスチック収集場 52－ 7855
休 日 急 患 診 療 所 52－4882
有 田 聖 苑 52－3055
子育て支援センター {52－ 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52－ 8744

相 

談

◆
◆
◆

6
月
の
行
政
相
談

●
6
月
19
日（
木
）

・
五
郷
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

9
時
～
11
時
30
分

・
清
水
会
館
和
室	

13
時
～
15
時
30
分

●
6
月
26
日（
木
）

・
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー	

13
時
～
16
時

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
総
務
課
・
清

水
行
政
局
総
務
政
策
室

福 

祉

◆
◆
◆

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
低
所
得
の
方
の
負
担
を
軽
減

す
る
制
度

【
介
護
保
険
負
担
限
度
額
】

介
護
保
険
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
入
所
）
や
短

期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
た
場
合
、
低
所

得
の
方
は
、申
請
に
よ
り
居
住
費
や
食
費
に
つ

い
て
表
の
負
担
限
度
額
ま
で
の
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。
負
担
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、

長
寿
支
援
課
に
申
請
し
、「
介
護
保
険
負
担
限

度
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、原
則
申

請
月
の
初
日
（
1
日
）
か
ら
、6
月
末
ま
で
に

な
り
ま
す
。
現
在
、
こ
の
認
定
証
を
お
持
ち
の

方
は
、
6
月
末
で
期
限
が
き
れ
る
た
め
、
長
寿

支
援
課
よ
り
、申
請
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

※（　

）
内
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
入
所
又
は
短
期
入
所
生
活
介
護
を
利

用
し
た
場
合
の
従
来
型
個
室
の
金
額
に

な
り
ま
す
。

【
社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
生
活
困
難
者

の
利
用
者
負
担
軽
減
】

社
会
福
祉
法
人
が
、
特
に
生
計
が
困
難

な
利
用
者
に
対
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
利
用
者
負
担
の
1
割
分
と
食

費
、
居
住
費
（
滞
在
費
）
の
利
用
者
負
担

の
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
軽
減
を
受

け
る
た
め
に
は
、
長
寿
支
援
課
に
申
請
し

（
軽
減
の
対
象
と
な
る
所
得
等
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。）、
社
会
福
祉
法
人
等
に
提
示

す
る
た
め
の
「
確
認
証
」
の
交
付
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

介
護
保
険
班

児
童
手
当
現
況
届
の
お
知
ら
せ

こ
の
届
出
は
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

方
の
前
年
の
所
得
状
況
、
及
び
6
月
1
日
現

在
に
お
け
る
児
童
の
養
育
状
況
を
把
握
し
、

引
き
続
き
受
給
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
届
出
を
忘

れ
る
と
、
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
記
載
事
項
、
添
付
書
類
な
ど
を
ご
確

認
の
う
え
、
6
月
中
に
お
届
け
下
さ
い
。

受
給
者
の
方
に
は
案
内
文
書
と
現
況
届

を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
公
務
員

の
方
は
勤
務
先
に
て
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

届
出
期
限　

平
成
26
年
6
月
30
日（
月
）

○
必
要
な
も
の
／
児
童
手
当
現
況
届

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
等

　
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
不
要
）

・
そ
の
他
支
給
事
由
や
状
況
に
応
じ
て
必

要
な
書
類
・
印
鑑

○
受
付
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

吉
備
庁
舎
住
民
課
・
清
水
行
政
局
住
民

福
祉
室
・
各
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

区　　分

居住費（滞在費）の限度額
食費の
限度額ユニット型

個室
ユニット型
準個室
従来型個室

多床室

第 1 段階
本人及び世帯全員が住民税非
課税で老齢福祉年金の受給者
または生活保護の受給者

820 円 490 円
（320 円） 0 円 300 円

第 2 段階
本人及び世帯全員が住民税非
課税で、合計所得金額と課税
年金収入額の合計が 80 万円
以下の人

820 円 490 円
（420 円） 320 円 390 円

第 3 段階
本人及び世帯全員が住民税非
課税で、第 2 段階に該当しな
い人

1,310 円 1,310 円
（820 円） 320 円 650 円
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下
水
道

◆
◆
◆

平
成
26
年
度
・
合
併
浄
化
槽
設

置
補
助
制
度
に
つ
い
て

台
所
・
風
呂
・
洗
濯
な
ど
の
生
活
排
水

や
、
し
尿
を
併
せ
て
処
理
す
る
合
併
浄
化

槽
設
置
に
伴
う
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
申
請
期
間
受
付
期
間（
平
成
26
年
度
分
）

平
成
26
年
10
月
31
日
（
金
）

■
補
助
金
額
（
限
度
額
）

5
人
槽
…
…
…
…
…
43
万
2
千
円

7
人
槽
…
…
…
…
…
53
万
8
千
円

8
人
槽
以
上
…
…
…
71
万
2
千
円

※
人
槽
は
、
設
置
す
る
家
屋
の
延
床
面
積

に
よ
り
算
定
し
ま
す
の
で
、
居
住
す
る

家
族
人
員
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
受
給
要
件

○
有
田
川
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
設
置
後
町
内
に
住
民
登
録

さ
れ
る
方
。

○
浄
化
槽
設
置
届
出
書
が
受
理
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

○
各
町
税
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方
。

○
主
に
住
居
の
用
に
供
す
る
建
物
で
あ
る

こ
と
。

○
平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
に
設
置
完
了

す
る
こ
と
。

○
詳
細
は
、
有
田
川
町
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
に
よ
る
。

※
公
共
下
水
道
認
可
区
域
及
び
、
農
業
集

落
排
水
区
域
に
あ
る
土
地
へ
の
設
置
の

場
合
は
、
補
助
金
制
度
を
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
な

お
、
対
象
・
対
象
外
な
ど
の
詳
し
い
事

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
・
清
水
行
政

局
建
設
環
境
室

浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

■
保
守
点
検
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

浄
化
槽
は
毎
年
所
定
の
回
数
、
保
守
点

検
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
保
守
点

検
は
、
県
知
事
に
登
録
し
た
保
守
点
検
業

者
に
委
託
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
清
掃
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

浄
化
槽
は
、
毎
年
1
回
以
上
の
清
掃
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
浄
化
槽
の

清
掃
は
、
町
の
許
可
を
持
つ
清
掃
業
者
に

委
託
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
法
定
検
査（
浄
化
槽
法
第
7
条・第
11
条
）

浄
化
槽
は
使
用
開
始
後
6
～
8
ヶ
月
間

に
1
回
、
そ
の
後
は
年
1
回
の
水
質
の
定

期
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

法
改
正
に
よ
り
、
こ
れ
に
違
反
し
た
者
に

対
す
る
罰
則
規
定
が
、
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
和
歌
山
県
知
事
の
指
定
す
る
「
指
定

検
査
機
関
」
に
依
頼
し
て
、
水
質
法
定
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
社
団
法
人
和
歌
山
県
水

質
保
全
セ
ン
タ
ー
有
田
事
務
所

☎
５
２
―
８
６
３
０

浄
化
槽
管
理
講
習
会
に
つ
い
て

浄
化
槽
に
関
し
て
の
手
続
き
や
、
施
工

お
よ
び
維
持
管
理
等
に
つ
い
て
、
浄
化
槽

設
置
者
に
ご
理
解
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。

■
受
講
対
象
者

○
平
成
26
年
度
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金

受
給
者
（
受
給
予
定
者
含
む
）

○
新
規
に
浄
化
槽
を
設
置
予
定
さ
れ
て
い

る
方
、
新
規
に
設
置
さ
れ
た
方
。

○
単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
変

更
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
、
変
更
さ
れ

た
方
。

○
浄
化
槽
を
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
方
。

○
そ
の
他
浄
化
槽
に
関
係
の
あ
る
方
。

■
開
催
場
所
・
時
間

○
11
月
28
日（
金
）　

13
時
30
分
～

金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

■
受
講
時
間

約
1
時
間
程
度
（
受
講
料
無
料
）

■
持
参
物
／
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の

■
問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課

農
業
集
落
排
水
事
業
の

使
用
人
員
変
更
に
つ
い
て

農
業
集
落
排
水
事
業
（
下
水
道
）
の
使

用
人
員
の
増
減
に
伴
う
使
用
料
金
の
変
更

に
つ
い
て
、
左
記
理
由
等
に
よ
り
使
用
人

員
が
増
減
し
た
場
合
は
、
有
田
川
町
下
水

道
課
へ
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
実
施
地
区

①
田
殿
地
区　

②
徳
田
地
区　

③
吉
見
地

区　

④
熊
井
、
奥
地
区　

⑤
吉
原
地
区

■
増
減
理
由

○
死
亡
に
よ
る
人
員
の
減
員

○
出
生
に
よ
る
人
員
の
増
員

○
修
学
、
就
労
に
伴
う
転
出
に
よ
る
人
員

の
減
員

○
婚
姻
に
よ
る
人
員
の
増
員

○
そ
の
他
の
理
由
に
伴
う
転
出
入
よ
る
人

員
の
増
減
員

■
使
用
料
金
等

○
基
本
料
金
（
1
，６
２
０
円
）
＋
人
数

（
1
人
当
た
り
６
４
８
円
）
＝
1
ヶ
月

分
使
用
料
金
。

○
毎
月
23
日
引
落
し
。
休
日
の
場
合
は
翌

日
以
降
の
平
日
。

■
問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

納
付
が
始
ま
り
ま
す

平
成
25
年
度
に
工
事
完
了
し
ま
し
た
地

区
の
下
水
道
加
入
者
（
公
共
マ
ス
設
置
済

み
の
方
）
は
、
本
年
6
月
よ
り
加
入
負
担

金
の
納
付
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

※
詳
し
い
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
納
付
対

象
者
あ
て
に
事
前
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
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下
水
道
へ
の

早
期
つ
な
ぎ
込
み
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
・
役
割
を
も
つ
下
水

道
で
す
が
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
利
用
し

て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
そ
の
力
を
発
揮
で

き
ま
せ
ん
。
特
に
、
く
み
取
り
便
所
や
単

独
浄
化
槽
を
ご
使
用
の
場
合
は
、
生
活
雑

排
水
（
お
風
呂
や
台
所
な
ど
の
排
水
）
が

そ
の
ま
ま
川
や
海
へ
流
れ
て
い
る
た
め
、

川
や
海
が
汚
れ
る
主
な
原
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。
わ
た
し
た
ち
に
は
、
こ
の
き
れ
い

な
海
を
守
り
、
次
の
世
代
へ
渡
し
て
い
く

責
任
が
あ
り
ま
す
。
公
共
下
水
道
は
法
律

上
接
続
義
務
が
あ
り
ま
す
。
下
水
道
（
公

共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
事
業
）
が
利

用
で
き
る
方
で
、
下
水
道
に
つ
な
ぐ
工
事

（
排
水
設
備
工
事
）
が
ま
だ
お
済
み
で
な

い
方
は
、
一
日
も
早
く
工
事
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課

募 

集

◆
◆
◆

国
税
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

平
成
26
年
度
国
税
専
門
官
採
用
試
験

■
受
検
資
格
／
①
高
卒
見
込
み
の
者
及
び

高
卒
後
3
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

（
平
成
23
年
4
月
1
日
以
降
に
卒
業
し

た
者
）

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る

と
認
め
る
者

■
申
込
受
付
期
間

①
平
成
26
年
6
月
23
日（
月
）～
7
月
2
日

（
水
）［
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
受
付
期
間
］

（
注
）
1
原
則
と
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
み
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。
2

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ

ス
［http://w

w
w

.jinji-shiken.
go.jp/juken.htm

l

］

②
平
成
26
年
6
月
23
日（
月
）
～
6
月
26

日（
木
）［
郵
送
・
持
参
申
込
受
付
期
間
］

（
注
）
で
き
る
だ
け
郵
送
（
簡
易
書
留
）

に
し
て
く
だ
さ
い
。［
6
月
26
日（
木
）

ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
］

■
郵
送
・
持
参
に
よ
る
提
出
先

○
人
事
院
近
畿
事
務
局

　

〒
５
５
３
‐
８
５
１
３　

大
阪
市
福
島

区
福
島
１
‐
１
‐
６
０

　

☎
０
６
‐
４
７
９
６
‐
２
１
９
１

■
試
験
日

○
第
1
次
試
験
／
9
月
7
日（
日
）

○
第
2
次
試
験10

月
16
日（
木
）～
24
日（
金
）

■
合
格
発
表
日
／
第
1
次
試
験
合
格
者
発

表
日
平
成
26
年
10
月
9
日（
木
）・
最
終
合

格
者
発
表
日
平
成
26
年
11
月
18
日（
火
）

■
採
用
予
定
数

1　

採
用
予
定
数
に
つ
い
て
は
、
別
途
、

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

2　

採
用
予
定
数
は
変
動
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

最
新
情
報
は
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

大
阪
国
税
局
人
事
第
二
課
（
試
験
係
）

　

☎
０
６
―
６
９
４
１
―
５
３
３
１

ま
た
は
湯
浅
税
務
署
総
務
課

　

☎
６
３
―
５
３
５
１

住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
設
計
・

耐
震
改
修
補
助
希
望
者
募
集

平
成
26
年
度
の
住
宅
耐
震
診
断
、
耐
震

設
計
、
耐
震
改
修
補
助
の
受
付
を
し
ま

す
。
近
い
将
来
起
こ
る
と
予
測
さ
れ
る
東

南
海
・
南
海
地
震
の
発
生
に
備
え
、
あ
な

た
の
家
の
耐
震
診
断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん

か
。
耐
震
診
断
の
申
込
み
と
、
診
断
の
結

果
耐
震
性
が
低
い
建
物
の
耐
震
設
計
、
耐

震
改
修
（
建
替
え
を
含
む
）
を
す
る
場
合

は
費
用
の
一
部
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
平
成
26
年
か
ら
は
、
非
木
造
住
宅
、

建
替
え
を
補
助
対
象
に
追
加
し
ま
し
た
。

○
耐
震
診
断
診
断
対
象
住
宅

＊
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
居
住
木
造
住
宅
で
（
専
用
住
宅
・
併

用
住
宅
・
長
屋
住
宅
・
共
同
住
宅
）
在

来
工
法
（
軸
組
み
工
法
・
伝
統
的
工
法
）

で
あ
る
こ
と

＊
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
居
住
非
木
造
住
宅

＊
2
階
建
て
以
下
で
、
か
つ
延
べ
面
積

2
0
0
㎡
以
下
の
住
宅

○
耐
震
設
計
補
助

耐
震
診
断
の
結
果
耐
震
性
が
低
い
場
合

に
は
、
耐
震
設
計
を
行
う
者
に
対
し
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
で
す
。

＊
耐
震
診
断
の
結
果
、
総
合
評
点
が
1
．

0
未
満
の
木
造
住
宅

＊
耐
震
診
断
の
結
果
、
I
s
値
0
．6
未

満
ま
た
は
q
値
1
．0
未
満
の
非
木
造

住
宅

＊
耐
震
設
計
費
の
2
／
3
以
内
限
度
額

1
3
2
，0
0
0
円

○
耐
震
改
修
補
助（
現
地
建
替
え
を
含
む
）

耐
震
診
断
の
結
果
耐
震
性
が
低
い
場
合

に
は
、
耐
震
補
強
の
改
修
（
建
替
え
を
含

む
）
を
行
う
者
に
対
し
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
事
業
で
す
。

改
修
補
助
対
象
住
宅

＊
耐
震
診
断
の
結
果
、
評
点
が
1
．0
未

満
の
木
造
住
宅
で
評
点
を
1
．0
以
上

と
す
る
耐
震
改
修
工
事

＊
耐
震
診
断
の
結
果
、
I
s
値
0
．6
未
満

ま
た
は
q
値
1
．0
未
満
の
非
木
造
住

宅
で
、
I
s
値
を
0
．6
以
上
か
つ
q

値
1
．0
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事

（
着
工
後
申
請
は
受
付
け
で
き
ま
せ
ん
）

○
改
修
費
補
助
額	

（
1
棟
あ
た
り
補
助
）

＊
改
修
工
事
費
の
2
／
3（
限
度
額
60
万
円

＋
国
費
11
．5
％（
限
度
額
41
．1
万
円
）

＋
15
．4
万
円
以
内
の
額

○
受
付
期
間

＊
い
ず
れ
の
申
請
も
平
成
26
年
6
月
2
日

～
平
成
26
年
6
月
30
日
ま
で

・
期
間
内
に
耐
震
診
断
の
申
込
数
が
40
を

超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

40
戸
に
満
た
な
い
場
合
は
、
40
戸
に
達

す
る
ま
で
先
着
順
で
受
付
し
ま
す
。
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・
期
間
内
に
耐
震
改
修
の
申
込
数
が
3
戸

を
超
え
た
場
合
は
、抽
選
と
な
り
ま
す
。

3
戸
に
満
た
な
い
場
合
は
、
3
戸
に
達

す
る
ま
で
先
着
順
で
受
付
し
ま
す
。

☆
注
意
☆

町
の
事
業
で
は
戸
別
訪
問
に
よ
る
耐
震

診
断
や
補
強
工
事
に
関
す
る
勧
誘
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
！
住
宅
無
料
点
検
・
補
強
工
事
を

強
要
す
る
悪
質
業
者
に
は
ご
注
意
下
さ
い
！

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
建

設
課
・
清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
（
平

日
の
9
時
～
5
時
）

案 

内

◆
◆
◆

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

平
成
26
年
度
の
労
働
保
険
料
の
申
告
・

納
付
手
続
は
、
6
月
1
日
か
ら
7
月
10
日

ま
で
の
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
労
働
保

険
と
は
、
労
働
保
険
と
雇
用
保
険
を
総
称

し
た
も
の
で
、年
度
当
初
に
概
算
で
申
告
・

納
付
し
、翌
年
度
当
初
に
確
定
申
告
の
上
、

清
算
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
確
定
・
概
算
の
手
続
き
を
同
時
に

行
う
こ
と
を
「
年
度
更
新
」
と
い
い
ま
す
。

事
業
所
あ
て
に
年
度
更
新
用
の
申
告
書
が

郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
を
作
成
の

上
、
7
月
10
日
ま
で
に
申
告
・
納
付
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
提
出
方
法
は
、
最
寄

り
の
集
合
受
付
会
場
、
各
労
働
基
準
監
督

署
、
和
歌
山
労
働
局
総
務
政
策
部
労
働
保

険
徴
収
室
の
窓
口
（
郵
便
可
）
に
お
け
る

受
付
ま
た
は
銀
行
等
の
金
融
機
関
、
郵
便

局
の
窓
口
で
行
う
同
時
納
付
、
若
し
く
は

電
子
申
請
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
電

子
申
請
を
除
く
窓
口
に
お
け
る
受
付
は
6

月
2
日（
月
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
和
歌
山
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
7
3
―
4
8
8
―
1
1
0
2

ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

①
有
田
川
町
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
大
会

と
き
：
7
月
6
日（
日
）
8
時
30
分
～

場
所
：
き
び
体
育
館

締
切
：
6
月
17
日（
火
）

②“
字
別
＆
事
業
所 

対
抗
”
第
4
回
有
田

川
町
9
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時
：
平
成
26
年
6
月
22
日
（
日
）

場
所
：
き
び
体
育
館
（
男
子
）

　
　
　

吉
備
中
学
校
体
育
館
（
女
子
）

参
加
費
：
1
チ
ー
ム
に
つ
き
千
円

締
切
：
6
月
9
日（
月
）

※
組
み
合
わ
せ
抽
選
会
を
6
月
10
日（
火
）

午
後
7
時
半
よ
り
金
屋
庁
舎
に
て
行
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課

第
56
回
「
水
道
週
間
」

今
年
も
6
月
1
日（
日
）
～
7
日（
土
）

ま
で
の
1
週
間
に
わ
た
り
、
第
56
回
水
道

週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
年
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
お
い
し
な
だ
い
じ
な
お
水
ご
く

ご
く
り
」
で
す
。
こ
の
水
道
週
間
は
、
国

民
各
層
に
対
し
て
、水
道
事
業
の
現
状
や
、

よ
り
質
の
高
い
安
全
で
良
質
な
水
を
安
定

的
に
供
給
す
る
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
今
後
の
水
道
事
業
の
取
組
に

つ
い
て
協
力
を
得
る
た
め
に
重
要
な
意
味

を
も
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
町

に
お
き
ま
し
て
は
、
災
害
対
策
の
推
進
の

た
め
に
、
給
水
車
の
配
置
及
び
災
害
用
備

蓄
水
（
有
田
川
神
聖
水
）
を
販
売
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

『
水
を
大
切
に
！
』

毎
日
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
、そ
れ
が
『
水
』
で
す
。
そ
の
『
水
』

は
決
し
て
豊
富
で
は
な
く
、
限
り
あ
る
貴

重
な
資
源
で
す
。
限
り
あ
る
水
を
大
切
に

使
う
た
め
、
今
一
度
、
毎
日
の
暮
ら
し
の

中
で
の
水
の
使
い
方
を
見
直
し
、
む
だ
な

使
用
を
改
め
て
見
ま
し
ょ
う
。
日
々
の
暮

ら
し
に
は
必
要
不
可
欠
な
水
を
大
切
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
水
道
課
・
清
水
行
政
局

建
設
環
境
室

今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、

1
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
6
億
円

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
６
０
０
０
万
と

同
時
発
売
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。
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6
月
は
「
不
法
就
労
・
不
法
滞

在
防
止
の
た
め
の
活
動
強
化
月

間
」
で
す

～
和
歌
山
か
ら不

法
滞
在
者
を
な
く
そ
う
～

法
務
省
で
は
平
成
26
年
1
月
1
日
現
在

に
お
け
る
全
国
の
不
法
残
留
者
数
を
５
９
，

０
６
１
人
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
法

入
国
者
を
含
め
た
不
法
滞
在
者
は
、
県
内

に
も
相
当
数
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

不
法
滞
在
す
る
外
国
人
の
中
に
は
、
他

の
犯
罪
に
手
を
染
め
る
者
も
い
る
こ
と
か

ら
、
警
察
で
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
不
法
滞
在
者
の
摘
発
の
他
、
不
法

滞
在
者
を
雇
用
す
る
悪
質
な
事
業
主
等
の

取
締
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

「
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
し
て
い
る
の

で
は
？
」
と
思
っ
た
ら
、
ど
ん
な
情
報
で

も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
警
察
本
部
ま
た
は

最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
湯
浅
警
察
署

☎
０
７
３
７
‐
６
４
‐
０
１
１
０

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ぎ
園

新
園
舎
完
成

な
ぎ
園
の
旧
施
設
は
湯
浅
町
栖
原
に
昭

和
48
年
に
開
園
し
、
近
年
、
建
物
も
古
く

な
り
耐
震
性
や
津
波（
海
岸
近
く
の
た
め
）

へ
の
心
配
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。こ
の
度
、

有
田
郡
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
（
有
田

川
町
・
広
川
町
・
湯
浅
町
で
運
営
）
に
お

い
て
、
湯
浅
町
吉
川
地
区
の
高
台
に
建
設

を
進
め
て
き
ま
し
た
「
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ぎ
園
」
の
新
園
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

4
月
23
日
に
竣
工
式
が
催
さ
れ
、
有
田

川
町
・
広
川
町
・
湯
浅
町
の
3
町
長
が
記

念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
5
月
1
日
よ

り
、
新
園
舎
で
の
運
営
が
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

有
田
郡
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ぎ
園
６
３
‐
６
８
８
６

金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課
５
２
‐
２
１
１
１

二
川
ダ
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

こ
れ
か
ら
雨
の
多
い
時
期
と
な
り
、
ダ

ム
か
ら
放
流
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
そ

の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
サ
イ
レ
ン
ま
た
は

警
報
車
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
放
流
に

よ
り
、
水
位
が
上
昇
し
ま
す
の
で
、
河
川

内
に
お
ら
れ
る
方
や
、
置
い
て
い
る
物
件

は
、
早
め
に
安
全
な
場
所
へ
の
避
難
や
、

移
動
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

河
川
雨
量
情
報
（
二
川
ダ
ム
情
報
）

h
ttp

:/
/

k
a

s
e

n
s

a
b

o
0

2
.

p
re

f.w
a

k
a

y
a

m
a

.lg
.jp

/
suii/4

0
0

/4
7

0
/4

7
0

.htm
l

携
帯
端
末
の
場
合
（
二
川
ダ
ム
情
報
）

h
ttp

://ka
se

n
sa

b
o

0
2

.p
re

f.
w

a
k

a
y

a
m

a
.lg

.jp
/

k
e

ita
i/

dam
/index4

0
2

.htm
l

■
問
い
合
わ
せ
／
和
歌
山
県
有
田
振
興
局

建
設
部
二
川
ダ
ム
管
理
事
務
所

　

☎
0
7
3
7
（
２
３
）
0
2
5
1
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税 

金

◆
◆
◆

軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
第
1
期
の

納
付
は
6
月
2
日（
月
）・
町
県
民
税
第

1
期
の
納
付
は
6
月
30
日（
月
）ま
で
に

軽
自
動
車
税
お
よ
び
固
定
資
産
税
第
1
期

分
の
納
期
限
は
、6
月
2
日（
月
）、町
県
民
税
第

1
期
分
の
納
期
限
は
、6
月
30
日（
月
）で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
そ
の
日
数
に
応
じ
て
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
／
吉
備
庁
舎
税
務
課
・
金

屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
清
水
行
政

局
住
民
福
祉
室水 

道

◆
◆
◆

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

6
月
の
水
道
料
金
の
お
支
払
い
期
限
は
、

23
日（
月
）で
す
。
口
座
振
替
の
お
客
様
は
、

預
金
残
高
の
確
認
を
お
忘
れ
な
く
！

■
問
い
合
わ
せ
／
水
道
課

献 

血

◆
◆
◆

6
月
の
献
血

■
6
月
19
日（
木
）

○
有
田
川
町
役
場
金
屋
庁
舎
10
時
～
12
時

○
小
川
小
学
校　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

■
問
い
合
わ
せ
／
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

区　

名

氏　

名

区　

名

氏　

名

区　

名

氏　

名

天

満

宮　

地　
　
　

登

吉

原

里　
　
　

義　

和

丹

生

山　

本　

大　

造

一
ツ
松

栗　

山　
　
　

勝

糸

川

平　
　
　

隆　

年

糸

野

上　

野　
　
　

勇

北

筋

松　

下　

匡　

富

修
理
川

新　

田　
　
　

清

下
六
川

上　

中　

健　

三

高

瀬

髙　

木　

美　

穗

宇
井
苔

林　
　
　

敏　

紀

釜

中

井　

櫻　
　
　

潔

土

生

坂　

井　

秀　

雄

松

原

後　
　
　

昌　

樹

黒

松

浦　

野　

晃　

揮

植

野

皆　

瀨　

弘　

和

歓
喜
寺

岩　

垣　
　
　

均

上
六
川

下　

井　

題　

介

奥

北　

林　

賢　

二

伏

羊

瀧　

谷　

元　

藏

西

村

大　

賀　

榮　

作

水

尻

藤　

岡　

省　

作

吉

田

勝　

丸　

義　

則

粟

生

岩　

本　

好
一
郎

熊

井

野　

手　
　
　

博

小
川
福
井

石　

谷　

和　

成

中

原

平　

野　

博　

三

熊
井
な
ぎ
の
里

古　

川　

泰　

寛

小
川
上
野

佐　

古　

宗　

一

川

合

則　

岡　
　
　

宏

明
王
寺

永　

岡　

宏　

章

小
川
中
村

髙　

垣　

貞　

則

二

澤

坂　

上　

熊　

三

小

島

林　
　
　

和　

明

小
川
丹
波

南　
　
　

泰　

行

北
野
川

山　

田　

眞　

史

野

田

竹　

添　

政　

典

中

野

木　

下　

幸　

男

三
瀬
川

高　

垣　

憲　

次

大
賀
畑

岡　

崎　

正　

義

市

場

岡　

本　

光　

平

東
大
谷

前　

北　

敏　

夫

田

口

山　

田　

保　

誠

中
井
原

中　

西　

充　

忠

二

川

前　
　
　
　
　

覚

大

谷

玉　

置　

沢　

己

金

屋

山　

本　

泰　

司

日
物
川

神　

崎　
　
　

毅

井

口

西　

﨑　

孝　

治

長
谷
川

中　

屋　

好　

夫

境

川

柴　

垣　

好　

彦

賢

德　

常　

誠　

道

岩
野
河

出　

雲　

一　

良

楠

本

竹　

上　

昌　

宏

田

角

中　

尾　
　
　

元

川

口

辻　
　
　
　
　

朗

沼

木　

下　

富　

夫

長

谷

岩　

祖　

正　

雄

谷

山　

本　

清　

孝

遠

井

柳　

生　

総　

五

船

坂

岩　

倉　

直　

純

立

石

栗　

本　
　
　

勉

三

田

坂　

本　

頼　

宣

出

前　

田　

宏　

哉

彦
ヶ
瀬

小　

中　

榮　

治

宮

川

辻　

井　

良　

彰

尾

中

青　

木　

利　

邦

瀬

井

竹　

本　

正　

司

大

蔵

山　

本　

俊　

夫

角

大　

橋　

和　

視

畦

田

山　

本　

雅　

也

清

水

井　

上　

喜
代
治

長

田

堂　

浦　

正　

章

西
ヶ
峯
上

上　

松　

弘　

和

久
野
原

亀　

井　
　
　

治

上
中
島

大　

倉　

喜　

收

西
ヶ
峯
下

楠　

間　
　
　

尚

下
湯
川

中　

西　
　
　

理

庄

一

馬　

上　

忠　

己

中

井　

出　

隆　

弘

上
湯
川

山　

田　

幸　

三

庄

二

山　

田　

清　

美

中

峯

三　

角　

誠　

朗

室

川

畑　

野　

憲　

男

垣

倉

栗　

生　

知　

明

本

堂

玉　

置　

善　

裕

井

谷

中　

井　

清　

健

畑

浦

飯　

谷　

全　

康

有

原

前　

山　

久　

夫

板

尾

東　

田　

道　

直

東
丹
生
図

栗　

生　

昌　

典

青

田

中　

　

日
出
夫

杉
野
原

西　

田　

隆　

俊

西
丹
生
図

芝　

野　

将　

之

沼

田

温　

井　

俊　

勝

押

手

森　

中　

紀　

男

吉

見

山　

村　

忠　

志

延

坂

山　

本　

勝　

美

沼

谷

中　

植　

正　

富

下
徳
田

星　

田　

仁　

志

西

薗

内　

垣　
　
　

久

平
成
26
年
4
月
1
日
現
在

【
敬
称
略
】

上
徳
田

殿　

井　
　
　

堯

尾

上

中　

山　

哲　

夫

奥
徳
田

上　

山　

正　

豊

小

原

上　

山　

眞　

一

秋

葉

小　

林　

英　

世

生

石

日　

裏　

真　

一

有
田
川
町
区
長
名
簿

19



去
る
4
月
2
日
（
水
）、
蘭
島
の
南
側
に
位
置
す
る
清
水
区
西

原
地
区
の
西
原
観
音
堂
に
お
い
て
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

会
式
は
、
旧
3
月
3
日
の
節
句
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
節
句

の
行
事
ら
し
く
菱
餅
が
供
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

西
原
観
音
堂
は
、
西
原
集
落
の
中
で
も
高
い
場
所
に
あ
り
、
茅

葺
き
、
ト
タ
ン
張
り
の
三
間
堂
で
、
古
く
は
西
側
の
山
中
に
あ
っ

た
極
楽
寺
が
焼
失
し
、
現
在
地
へ
と
再
建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
現
在

の
建
物
は
、
棟

札
か
ら
享
保
8

年（
1
7
2
3
）

の
建
立
と
考
え

ら
れ
、
当
初
は

壁
の
な
い
開
放

的
な
お
堂
で
し

た
。
そ
の
後
、

江
戸
時
代
の
終

わ
り
頃
に
は
、

現
在
の
よ
う
に

柱
の
間
に
落
と

し
込
み
戸
や
蔀し
と
み
ど戸

が
付
け
ら
れ
、
明
治
時
代
に
は
背
面
側
の
増

築
が
行
わ
れ
、
現
在
の
姿
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
建
物
内
部
の
蛙
か
え
る

股ま
た

と
い
う
装
飾
部
材
は
、
太
陽
・
月

と
と
も
に
、海
の
中
を
小
船
で
進
む
仏
様
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、

図
柄
と
し
て
は
大
変
珍
し
い
も
の
で
す
。
観
音
菩
薩
の
住
所
と

い
わ
れ
る
補ふ

陀だ

落ら
く

山さ
ん

を
目
指
し
、
小
舟
で
海
を
渡
る
補ふ

陀だ

落ら
く

渡と

海か
い

を
表
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
金
箔
や
赤
・
青
・
緑
・
白

色
の
顔
料
で
き
ら
び
や
か
に
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
原
観
音
堂
は
、
建
立
さ
れ
て
か
ら
約
３
０
０
年
が
経
過
し

た
現
在
、
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
や
地
盤
の
不
動
沈
下
に
よ
っ
て
建

物
が
傾
く
な
ど
、
大
き
く
痛
ん
で
い
ま
す
。
有
田
川
町
で
は
、

西
原
観
音
堂
が
重
要
文
化
的
景
観
を
構
成
す
る
重
要
な
物
件
に

登
録
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
先

人
が
ま
も
り
伝

え
て
き
た
歴
史

あ
る
建
物
を
後

世
に
受
け
継
い

で
い
け
る
よ
う

に
、
地
域
の
方
々

と
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

西に
し
の
は
ら原
観
音
堂

『
あ
ら
ぎ
島
編
』
そ
の
30
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